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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】令和2年9月10日(2020.9.10)

【公開番号】特開2019-28912(P2019-28912A)
【公開日】平成31年2月21日(2019.2.21)
【年通号数】公開・登録公報2019-007
【出願番号】特願2017-150550(P2017-150550)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｔ   5/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/409    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｔ    5/00     ７０５　
   Ｈ０４Ｎ    1/40     １０１Ｃ

【手続補正書】
【提出日】令和2年7月31日(2020.7.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力画像のノイズを低減する画像処理装置であって、
　第２縮小画像より高い解像度を有する第１縮小画像と前記第２縮小画像とを生成するた
めに前記入力画像を縮小する生成手段と、
　前記第１縮小画像の第１エッジを検出し、前記第１縮小画像のそれぞれの画素について
、前記第１エッジに対応する画素が高い確率となるときに大きな値となるインデックス値
であるエッジ確率を算出する第１検出手段と、
　前記第２縮小画像の第２エッジを検出し、前記第２縮小画像のそれぞれの画素について
、前記第２縮小画像の画素のコントラストが低いときに大きい値を持ち、前記第２縮小画
像の平坦部に対応する画素、または、前記第２画像の画素のコントラストが高い場合に低
い値を持つ低コントラストスコアを算出する第２検出手段と、
　前記入力画像と前記第１縮小画像とにノイズ低減処理を行う処理手段と、
　前記第１検出手段により算出されるエッジ確率と、前記第２検出手段により算出される
低コントラストスコアとに基づいて、それぞれの画素に合成比率を決定する決定し、前記
合成比率を用いて、前記ノイズ低減された入力画像と前記ノイズ低減された第１縮小画像
とを合成する合成手段とを
有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記合成手段は、前記ノイズ低減された入力画像と前記ノイズ低減された第１縮小画像
とを重み付けて合成することを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記決定手段は、前記低コントラストスコアに基づいて、前記エッジ確率に応じた合成
比率を補正することを特徴とする請求項１または請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記入力画像と前記第１縮小画像とのそれぞれに対してエッジ方向に沿って重みづけ平
均処理を行うことを特徴とする請求項１乃至請求項３の何れか一項に記載の画像処理装置
。
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【請求項５】
　前記第２検出手段は、処理対象とする画像において注目画素近傍の局所的な領域に含ま
れる画素の画素値の分散を算出し、該分散に基づいて低コントラストスコアを算出するこ
とを特徴とする請求項１乃至請求項４の何れか一項に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記第２検出手段は、ノイズ分散がとり得る値の場合は０の近傍とし、分散が大きくな
るとともに増加し、所定の値で最大値に達する後、さらに分散が増加すると減少し０に近
似する特性を前記分散が有する低コントラストスコアを算出することを特徴とする請求項
５に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記第２検出手段は、前記第２縮小画像と、前記第２縮小画像より低い低周波数成分に
対応する第３の画像とから低コントラストスコアを抽出し、
　前記合成手段は、前記入力画像のエッジ確率、前記第１縮小画像の低コントラストスコ
ア、前記第３の画像の低コントラストスコアとに基づいて、前記第１縮小画像と前記第２
縮小画像とを合成することを特徴とする請求項１乃至請求項６の何れか一項に記載の画像
処理装置。
【請求項８】
　コンピュータを請求項１乃至７のいずれか一項に記載の画像処理装置の各手段として機
能させるためのプログラム。
【請求項９】
　入力画像のノイズを低減する画像処理方法であって、
　第２縮小画像より高い解像度を有する第１縮小画像と前記第２縮小画像とを生成するた
めに前記入力画像を縮小し、
　前記第１縮小画像の第１エッジを検出し、前記第１縮小画像のそれぞれの画素について
、前記第１エッジに対応する画素が高い確率となるときに大きな値となるインデックス値
であるエッジ確率を算出し、
　前記第２縮小画像の第２エッジを検出し、前記第２縮小画像のそれぞれの画素について
、前記第２縮小画像の画素のコントラストが低いときに大きい値を持ち、前記第２縮小画
像の平坦部に対応する画素、または、前記第２画像の画素のコントラストが高い場合に低
い値を持つ低コントラストスコアを算出し、
　前記入力画像と前記第１縮小画像とにノイズ低減処理を行い、
　前記算出されるエッジ確率と、前記算出される低コントラストスコアとに基づいて、そ
れぞれの画素に合成比率を決定する決定し、前記合成比率を用いて、前記ノイズ低減され
た入力画像と前記ノイズ低減された第１縮小画像とを合成することを特徴とする画像処理
方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記課題を解決するため、本発明に掛かる画像処理装置は、入力画像のノイズを低減す
る画像処理装置であって、第２縮小画像より高い解像度を有する第１縮小画像と前記第２
縮小画像とを生成するために前記入力画像を縮小する生成手段と、前記第１縮小画像の第
１エッジを検出し、前記第１縮小画像のそれぞれの画素について、前記第１エッジに対応
する画素が高い確率となるときに大きな値となるインデックス値であるエッジ確率を算出
する第１検出手段と、前記第２縮小画像の第２エッジを検出し、前記第２縮小画像のそれ
ぞれの画素について、前記第２縮小画像の画素のコントラストが低いときに大きい値を持
ち、前記第２縮小画像の平坦部に対応する画素、または、前記第２画像の画素のコントラ
ストが高い場合に低い値を持つ低コントラストスコアを算出する第２検出手段と、前記入
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力画像と前記第１縮小画像とにノイズ低減処理を行う処理手段と、前記第１検出手段によ
り算出されるエッジ確率と、前記第２検出手段により算出される低コントラストスコアと
に基づいて、それぞれの画素に合成比率を決定する決定し、前記合成比率を用いて、前記
ノイズ低減された入力画像と前記ノイズ低減された第１縮小画像とを合成する合成手段と
を有することを特徴とする。
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